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先島諸島の古井戸
角 田 清 美＊
はじめに
先島諸島は琉球諸島の南西部を占め，西表島・石垣島・宮古島・竹富島
を始めとする，２８の島々から構成されている。目崎（１９８５）は琉球諸島の
島々を，高度・地質や隆起サンゴ礁の分布などから，高島と低島に大区分
した。その中で西表島（面積約２８８）は約６９％が山地で，石灰岩からな
る台地は約７％にすぎないことから高島に，石垣島（面積２２３）は約３３％
が山地と丘陵地で，石灰岩からなる台地は約６６％であることから高島（低）
に，そして宮古島（面積約１５９）はほぼ１００％が石灰岩からなる平坦な台
地で，最高地点でも標高１１４．６であることから低島とした。また，竹富
島（面積約５．５）もほぼ１００％が石灰岩からなる台地で，最高地点でも標
高約２１にすぎないことから低島とした。琉球諸島では，標高が低く平坦
な土地の地質は，半固結の石灰岩層である場合が多い。
先島諸島（石垣島）の年降水量は２，１０７で，東京（１，５２９）と比べる
と１．３８倍と多い（気象庁，AMeDASデータ）。降水量が多いだけでなく，
月降水量が２００以上の月は，東京では１か月のみに対し，石垣島は４か
月もある。一方，１２０以下の月についてみると，東京では５か月もある
のに対し，石垣島は全くない（図１）。このように，降水量に恵まれてい
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るにもかかわらず，居住に適した島の平坦地が，半固結の石灰岩層から構
成されている場所が広いため，島々では長い間，生活用水を得るため様々
な工夫を行ってきた。人々は，自由地下水が得易い場所に井戸を掘り，生
活用水を得てきた。
本報文では，島々に古くからある多くの井戸の中で，一般的な形態の筒
井戸ではなく，特異な形態をしている井戸を選び，井戸付近の地形と地質，
井戸の平面形と断面形，さらに井戸にまつわる伝承などを記載した。
なお，本報文は，筆者の古井戸に関する一連の報告（角田，１９９３・１９９４
・１９９６a・１９９６b・１９９８・２００１a・２００１b・２００２a・２００２b）に続く報告であ
る。
図１ 東京と石垣のハイサーグラフ
気象庁 AMeDASデータより作成。
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．石垣島の古井戸
１．石垣島の地形と地質
北東から南西方向に細長い石垣島は，北部に山地や丘陵地が分布し，南
部は石灰岩台地が広い面積を占めている（図２）。洪積台地は二段に大別
され，上位の段丘は未固結の国頭礫層から構成され，下位の段丘は半固結
図２ 石垣島の地形と古井戸の分布
１．山地と丘陵地 ２．石灰岩台地 ３．沖積低地
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の琉球石灰岩から構成されている（沖縄県，１９９４）。特異な形態をした新生
り な ー ま じ ゃ が ー
井戸・パイナーカー・真謝井戸は，下位の段丘面上に位置している。
あらかわ あ ら ま り な ー
２．新川の新生井戸
（１） 所在地
石垣市新川
（２） 井戸付近の地形と地質
あ ら ま り な ー
新生井戸は石垣島の西南で，石垣港の近くに位置している。付近の地形
は標高４～１０の海岸段丘面で，緩やかに南西方向に傾斜している（図３）。
段丘面を構成している地質は琉球石灰岩層で（沖縄県，１９９４），井戸底ま
ですべて塊状の石灰岩層である。地表面はほとんど平坦であるが，井戸の
あらまりなー
図３ 新生井戸付近の地形
１．石灰岩堤 ２．段丘面 ３．沖積低地  唐真家の御嶽
 長崎御嶽  真之姫御嶽 図内の細線は等高線（単位：）。
黒丸はその他の古井戸。
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北側には比高１．５前後の緩斜面が延びている。
あ ら ま り な ー
（３） 新生井戸の形態
平面は南北方向に細長い楕円形で，長径約６，短径は約５．５である
（第４図）。地表面から水が流れ込まないよう，周囲は比高１０前後のコン
クリート製の小さな土手で囲まれている。土手の内側は幅４０～５０で，比
高１５～２０の二段となっており，さらに内側は深さ約４の，素掘りの竪
か ー
穴となっている。井戸の底も楕円形で，長径は約８０である。
あらまりなー
図４ 新生井戸の形状
6
か ー
地表面から井戸の途中までは，基盤の石灰岩を荒削りして作った，八段
の階段が設けられている。階段の幅は６０～７０で，４０～５０度の勾配となっ
ている。階段の反対側は図に示されているように，底面から見るとオーバ
ーハング状になっている。このことは，井戸を掘り始めた当初，３前後
まで掘れば地下水面に達すると予測し，２段の浅い窪地の内側に，幅約２．５
，長さ約４の広さで，穴を掘り始めたと考えられる。しかし，３に
なっても地下水面に達しなかったため，さらに深く掘り込んでいったこと
を示している。３付近より深い場所を掘るに当たっては，土砂の排出に
多大の労力を要したに違いない。
（４） その他
なーしぃきぃ お ん
伝説によると，長崎 御嶽から５０ほど西の方向に，かつて湧き水があ
う か ー あ ら ま り な ー
った。そこを村人たちは降り井戸として掘り，「新生井戸」という名称を
か ー かん ぬ ちょーじぃみじぃ なーしぃきぃ お ん
付けたと言う。井戸から汲み上げた水は神の 手 水と称し，長崎 御嶽に
捧げられていた。その後，１７５７年，井戸の近くに石垣村からの移民があっ
たと伝えられる（石垣市市史編集委員会，１９９４）。井戸のすぐ近くには記
念碑が建てられ，下記の文章が書かれている。
新 生 井 戸 之 碑
往時長崎家の祖が 漁猟のためこの杜の辺を往還するたび
樹々の間に妖しい日の明滅をみたので杜にわけ入り 光の発する
ところを尋ねたところ そこには夫婦石があった。思うに この
石は神のよりましの霊石にちがいないとかんがえ 爾来この霊之
日参し 礼拝信仰した。
ある年 八重山は作物の不作で 収穫のほとんどない凶作であ
ったが 不思議なことには 独り長崎家の農作物ばかりは豊かに
稔ったので 日頃篤く崇う杜の神のあらたかな霊験だとし 初穂
神酒を供え その恵みの感謝を捧げた。
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この話を伝え聞いた村人は こぞって聖なる杜に額づくように
なり ひとしく神の霊徳に浴したので 一社を建立 益々信仰を
深めるに至った。ここがすなわち 八重山御嶽七山の一つとして
崇められる 長崎御嶽である。さるほどに この杜への神降臨が
あったのち 霊石の鎮まり給う西方に 突然美しい霊泉の涌出が
あった。人々はまさに神のみわざだと喜び これを掘り下げ 井
あ ら ま り な ー
戸を築き 神に手向け浄水を汲む井とし 新生井戸と称した。
宝暦七年（１７５７） 石垣村から新川村が分村したとき，この新
しく生まれた井戸の名前を村名にして 新川村と命名したと伝承
されている。
昭和５４年（西暦１９７９）６月２３日建立 新川字会長 冨田孫秀書
３．平得村のパイナーカー
（１） 所在地
石垣市平得
（２） 井戸付近の地形と地質
石垣空港付近の地形は，標高１０～２０の段丘崖を境として上位面と下位
面に分けられ，空港は上位面に広がっている。下位面は標高４から１０
で，ほとんど平坦である。いずれも琉球石灰岩からなり，透水性が良いた
め，河川は全くない。パイナーカーは二つの段丘面を分ける，段丘崖の直
下に位置している（図５）。
壁面の地質は，すべて琉球石灰岩である。
（３） パイナーカーの形態
パイナーカーは，地表面を入口から北西方向に向かって，ほぼ一直線状
う か ー
に掘り込んだ「降り井戸」である。井戸の入口から最奥部までの平面的な
延長は約８，通路の幅は１から１．５であるが，最奥部は約３と広
くなっている。地表面の入口から最奥部までは３０段の階段となっており，
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井戸の底は地表面から５．５深い（第６図）。
階段は約４０度の勾配であるが，地表面から深さ約４の位置は緩傾斜に
なっている。５より深くなると，小角礫や砂を混じえる泥が堆積してい
ることから，水位が高い時期には，冠水すると考えられる。階段の反対側
は図に示されているように，約４付近まではほぼ垂直であるが，そこか
ら下位は底面から見ると幾分オーバーハング状で，井戸底では５０の幅で
ある。
このことから，井戸を掘り始めた当初，４前後まで掘れば地下水面に
達すると予測し，幅約１．５，長さ約８の広さで，穴を掘り始めた。し
かし，４になっても地下水面に達しなかったため，さらに深く掘り込ん
でいったことを示している。オーバーハング状になっている場所を掘るに
当たっては，土砂の排出に多大の労力を要したに違いない。
（４） その他
掘削時代などについての資料は，全くない。
図５ パイナーカー付近の地形
図内の細線は等高線，２間隔（単位：）。
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井戸の入口には説明板が立てられ，下記の文章が書かれている。
パ イ ナ ー カ ー
石 垣 市 史 跡
昭和５５年１０月３１日指定
この井戸は，平得むらの由緒あるウリカー（降り井戸）である。
琉球石灰岩を斜めに掘って造られている。井戸底までの急勾配の
通路は約１で，長さ約２１。その間に２０数段の石段が折り込ま
れており，地表から垂直に約１１の深さで底に達する。掘削年代
は明らかでないが，夜は神が掘り，昼はオーリャー（宇里家）の
七兄弟が共同で掘ったという伝承がある。
パイナーカーという名称については，この井戸が（１）ムラの
図６ パイナーカーの形状
10
南東（パイ）に位置することから，（２）通路が急勾配のため張
縄を利用したことから，（３）通路が急勾配で這うようにして水
汲みをしたから，という３つの由来が伝えられているが，どれが
正しいか定かではない。
以前，毎年９月の節祭の４日後にとり行なうカータカビ（井戸
祭）は，この井戸が最古の由緒ある共同井戸ということで，ここ
から始まる慣があった。祭りに参加し，井戸を掃き浄めるのは，
村役人とオーリャ氏子たちの役目であったというが，上水道が利
用されてからは，この行事も行なわれなくなった。なお井戸周辺
からは土器片や荒焼片と，おびただしい量の鉄滓が採取されてい
る。
昭和６２年１０月
石垣市教育委員会
ま じ ゃ が ー
４．白保の真謝井戸
（１） 所在地
石垣市白保
（２） 井戸付近の地形と地質
白保海岸の陸地は，標高１５～２０面と標高５～８の海岸段丘面からな
っている。いずれも琉球石灰岩層から形成され，白保集落は標高５～８
面上に位置している（図７）。付近の地質は，地表面から約４．４の深さま
では塊状の石灰岩層で，それより下位は石灰岩質砂礫層となっている。
が ー
（３） 井戸の形態
平面形は南北方向に細長い素掘りの縦穴で，長径は約９．５，幅は１～
１．５の大きさである（第８図）。縦穴の周囲には長径約１０．５，幅約３～
か ー
３．５の石垣が設けられている。井戸の底はほぼ円形で，直径は約１．５で
か ー
ある。地表面から井戸の底までの深さは約９．７で，基盤の石灰岩を荒削
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りして作った１８段の階段となっている。
階段の幅は入口付近で約１８０であるが，中央部付近から奥部では約１００
である。深さ５付近までは約４０度の勾配であるが，それより深くなる
と約５０度の急勾配となっている。図に示されているように，階段の反対側
は深さ５付近から下位は，底面から見るとオーバーハング状になってい
る。このことは，井戸を掘り始めた当初，５前後まで掘れば地下水面に
達すると予測し，浅い窪地の内側に，幅約２，長さ約１０の広さで，穴
を掘り始めた。しかし，５になっても地下水面に達しなかったため，さ
らに深く掘り込んでいったことを示している。
（４） その他
ま じ ゃ ま じ ゃ
１７５０年頃，真謝地区（村）は白保村から分村した。真謝村に住む亀川家
まじゃ が ー
図７ 自保の真謝井戸付近の地形
１．上位段丘面 ２．段丘崖 ３．下位段丘面 図内の細線は
等高線（単位：）。
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ま じ ゃ が ー
のお婆さんが湧水を発見し，飲料水を得るため「真謝井戸」が掘られたと
云う伝説がある（八重山探険隊，２００２）。しかしながら，１７２７年に著され
が ー
た『八重山諸島記帳』には５９か所の井戸名が記載され，白保村の井戸とし
ま じ ゃ が ー が ー
て真謝井戸を含めて３か所の井戸が記載されている（福島，１９８７）ことか
ら，１７２７年より前に設けられたと推定される。１７７１年に発生した明和の大
津波に襲われた際，土砂で埋まってしまったが，その後，再び掘り返され，
利用できるようになったと云う。
なお，目崎（１９９９）によると，付近の自由地下水は全体として，北西か
ら南東方向へ流動している。
まじゃ が ー
図８ 真謝井戸の形状
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．宮古島の古井戸
１．宮古島の地形と地質
宮古島は約１５８の面積で，直角三角形に似た輪郭をした，標高２０～１２０
の低平な島嶼である。島は段丘崖で囲まれ，低地はほとんど分布してい
ない（図９）。
ぐすくべ
島の基盤は鮮新世の島尻層群に属する城辺頁岩層で，その上位に伊良部
図９ 宮古島の地形と古井戸の分布
１．石灰岩台地 ２．沖積低地 ３．活断層
14
石灰岩層や下地石灰岩層が堆積し，台地を形成している（磯崎，１９８０；ほ
か）。北西―南東方向に並列する多くの活断層が走り，各地塊は北東側が
急傾斜，南西側は緩傾斜の非対称をした傾動地塊で，島全体は断層地形で
特徴付けられる。各地塊の稜線部分には石灰岩堤が載っている場所や，平
坦面上で侵食に取り残された残丘状の高まりが点在している。
地表付近の石灰岩層は透水性が良いため，河川は発達しておらず，
２，０００以上の年降水量のほとんどは地下に浸透し，石灰岩層の下部が滞
水層になっているが，島全体としては，ガイベン・ヘルツベルクの法則に
従っていると考えられる。このことを活かして，灌漑用水を得るため，地
下ダムが設けられている（古川・他，１９７９）。
や ま とがー
２．大和井
（１） 所在地
宮古島市西中曽根
（２） 井戸付近の地形と地質
や ま とがー
大和井は宮古島の北西部に広がる，旧平良市市街地の北東部に位置して
いる。井戸付近の地形は，石灰岩層からなる標高１２～２０の段丘面が広が
り，その上位に石灰岩堤や残丘が点在し，また弧状に南北方向に，断層崖
と考えられる比高２～５の崖線が延びている（図１０）。
井戸は，周辺から３～４低い，長径約５０，短径約２５の，陥没ドリ
ーネの奥縁部に設けられている。
が ー
（３） 井戸の形態
が ー
陥没ドリーネの一部をさらに掘り込んだ井戸は，周囲の地表面から１０
あいかた づ
以上低く，井戸の周囲は合方積みの石垣が築かれている。数段の踊り場と
貯水槽から構成され，西側の地表面から踊り場へは，２０段の石段で昇降す
る（図１１）。石畳となっている踊り場は隅丸型で，幅は約５．５，奥行きも
約５．５の広さである。半月状の貯水槽は幅約４，奥行き約１．８の広さ
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図１０ 宮古島北西部の古井戸と御嶽
１．石灰岩堤 ２．段丘面 ３．段丘崖および急斜面 ４．凹地 図内の細線
は等高線（単位：）。
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であるが，石垣の下で地下水が湧出している部分は，さらに１．５以上の
奥行きがある。
（４） その他
西側の地表面から踊り場へ向う石段の脇で，貯水槽と向き合う位置には
拝殿が設けられ，水に対する信仰心の深さが伺われる。
や ま とがー
伝えられるところによると，大和井は首里王府派遣の大和役人が設置し，
やまとがー
図１１ 大和井の形状
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利用したことから，このような名称が付けられたと云う。入口には，門扉
や ま と が ー
の一部である「巻貫」の跡と伝えられる窪みが残っている。大和井戸は，
南島の人々の暮らしと石工技術の見事さを示す石造遺跡として，平成４年
１２月１８日には国の史跡に指定され，近くには，下記の文章を書いた説明板
が建てられている。
国指定重要文化財史跡 大 和 井 戸
大和井は，１７２０年に掘られたものと考えられており，首里王府
派遣の在所役人など一部の為に使用された特殊な洞井として伝承
されてきた。南島の人々の暮らしと石工技術の見事さを示す石造
遺跡として類例のないものである。
名称の大和という由来は，井戸の構築に携わった者が大和人だ
ったのか，薩摩から派遣された役人が使用した井戸という可能性
もあり，興味深い。
また，この陥没ドリーネ内で，近くには一般庶民が使用したと
伝えられる「プドゥガラー」と，牛馬が使用し，あるいは体を洗
ったと伝えられる「ウプガー」がある。当時の生活様式を知る上
で貴重な遺跡群である。
上記の説明板とは別に，次のように書かれた説明板が建てられている。
史 跡 大 和 井
宮古の人々は古くから，うり井を中心に集落をつくりくらしを
たてていた。戦後，水道井が普及するまでは平良のまちにおいて
も同様であった。うり井は一般に上り下りの道段に石壇を設ける
ていどで，多くは自然のまま利用されていた。なかで大和井のみ
は全般にわたって人工がほどこされている。下部に大石をおき，
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上部につれて，だんだん小さな石にかわり，さらに石も自然のま
まではなく，切り石を円形に積みあげている。その力学的な工法
は，周辺の風致とともに，訪れるものに安心感を抱かせる。石造
技術の枠を傾注したことが，想定される。
伝承によれば在番役人や頭など，ごく一部の役人が使用し，庶
民には開放されなかったという。他にはまったくみることができ
ない門扉を用いたと思われるかんぬきの跡さえ止とめている。
掘年は正確を期したいが，『擁正日記』の記述により，一応１７２０
年ごろと推定される。
所在地 平良市西中曽根３８７（小字・土川）
指定年月日 １９９２年１２月１８日
む か がー
３．盛加井
（１） 所在地
宮古島市東中曽根 ２２２番地
（２） 井戸付近の地形と地質
む か がー や ま とがー
盛加井は，大和井から南方へ約６００離れた場所に位置する（図１０）。標
高２０前後の石灰岩層からなる段丘面上に位置する，直径２２～２３の陥没
が ー
ドリーネを利用した井戸で，ドリーネの周囲は，傾斜がほぼ９０度の断崖絶
が ー が ー
壁になっている。井戸への入口は陥没ドリーネの南端にあり，そこから井戸
の縁までの間は，幅２前後の階段で昇降する。階段の途中には，昇降す
る人々がすれ違う時に立ち止まる，踊り場が４か所に設けられ，地表面か
がー
ら井周辺までは約１７．５の深さである。かつては水を入れる桶を頭上に乗
せた婦女子たちが，往来したことであろう。
が ー
（３） 井戸の形態
ドリーネの底は，起伏をもって東側へ傾斜し，東側の断崖となっている
ドリーネ壁から，さらに東方へ約５入った位置には，南北方向へ緩やか
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に曲流する地下河川がある（図１２）。地下水は南端の洞窟から流れ出し，
水路の幅は８０～９０，延長は約１６である。階段の下で，流水が再び地下
へ浸透する位置には，水を貯めるための構造物があり，その上流側では飲
料水を汲み，下流側では洗い物が出来るようになっている。構造物の右岸
で，上流側には幅約５０で，コンクリート製の歩道が設けられている。
（４） その他
東側へ傾斜するドリーネ底の中腹には，小規模な貝塚があり，また周辺
一帯には，広範囲にわたって土器片や青磁片が散在している。付近には生
む か がー
活用水が得られるような湧水や河川が全く存在しないことから，盛加井を
む か がー
図１２ 盛伽井の形状
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中心として，古くから大きな集落が形成されていたと考えられる。
近くに建てられている説明板には，次のように書かれている。
平良市 指定史跡 盛 加 ガ ー （ 洞 井 ）
昭和５０年１２月１１日
所在地 平良市東仲宗根２００
水道の発達しないころ，人びとの生活用水は，天水と各所に散
在するウリガー（洞井）であった。
盛加ガーは，いつごろから人びとのくらしにかかわってきたも
のかさだかではないが，洞内には小規模ながら貝塚層もあり，周
辺一帯からは，いまも広範囲にわたって青磁片，土器片等が表面
採取できる。かなり古くから，大きな集落を形成していたことが
考えられる。
人々が幾百年も素足で踏みかためたであろう摩滅した百数段の
石段から，水にかかわる往時の人びとの苦労をうかがうことがで
きよう。
なお，１４世紀ごろ，一千人の軍団を率いて，勢力をふるった与
那覇原一党は，ここ盛加ガーを中心に発達したと説く史家もいる
が，諸説であってさだかではない。
昭和５１年１２月
平良市教育委員会
ぬ が な がー
４．野加那泉
（１） 所在地
宮古市城辺町字比嘉 １，６２４番地
（２） 井戸付近の地形と地質
宮古島の北東部の海岸は比高７０～９０の段丘崖で，段丘面は北東から南
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西方向へ緩やかに傾斜している（図９）。段丘を構成しているのは琉球石
灰岩に属する伊良部石灰岩層で，表土層は風化した赤褐色の島尻マージと
ぬ が な がー
なっている。野加那泉は緩やかに傾斜した段丘面の中央部に位置し，周囲
には比高数mの，固い石灰岩からなる残丘が点在している（図１３）。
が ー
（３） 井戸の形態
平面形は，地表面の最大傾斜に調和的に，細長い馬蹄形である（図１４）。
長辺の最大は約７，底辺の最大幅は約３．８で，周囲は合方積みの石垣
で囲まれている。周辺の地表面から井底面までの比高は約１．３である。
南西端の石垣は一段であるが，両側では二段になっている。北東側は地表
面との比高が４以上となっているため，３～４段になっている。水を汲
むために昇降する階段は南東部にあり，約１．２の幅である。
ぬ が な がー
図１３ 野加那泉付近の地形
１．石灰岩堤 ２．段丘面 図内の細線は等高線（単位：）。
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地下水の湧出口は北東端に位置し，そこには幅約３０，長さ約２５の，
石製の樋が設けられている。南西端には幅約３０の排水溝があり，増水時
にはそこから水が溢れ出るようになっている。
（４） その他
がー
この泉は，比嘉集落内にある最も近い家からでも３００以上離れた平坦
地の中央に位置し，近くには家屋はもちろんのこと，御嶽や拝殿なども見
あたらない。灌漑用水の水源として設けたにしては，立派な構造物である。
ぬ が な がー
図１４ 野加那泉の形状
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集落の成立や消滅についての史料は全くないが，伝えられるところによ
ぬ が な がー
ると，かつて野加那泉を中心として，「イス原里」と称する集落があった
と云う。その後，比嘉集落の人々が生活用水を得るため利用したようであ
る。しかし，比嘉集落でも昭和４０年に上水道が普及したことから，この立
がー
派な泉は放置されてしまった。
と も りあまがー
５．友利天井
と も りあまがー
友利天井は宮古島の南端で，海岸から約１５０内陸側に位置している。
む か がー
盛加井と同様，陥没ドリーネ底にある地下河川の水を汲む形式である。ド
リーネの地表面の直径は１０程度であるが，底面は２０前後と広く，入口
からドリーネ底までの比高は１５以上もある。入口から水場までの通路は
延長５０以上もあるため，測量は容易ではない。
入口に立てられている説明板によると，１９８１年３月，沖縄県有形民俗文
化財に指定されている。「昭和４０年に上水道が普及するまで，集落から５００
以上離れているが，近隣の住民たちにとって，貴重な水源であった」，
とある。
なお，宮古島に点在する各井戸の水質については，高村・河野（２００８）
の報告に詳しい。
．竹富島の古井戸
１．竹富島の地形と地質
竹富島は石垣島の南西方に位置する面積約５．５の小島で，標高１０～２０
の範囲が広い面積を占め，最高地点は島のほぼ中央に位置する赤山公園
の，標高約２１地点ある（図１５）。標高約２１地点は赤山公園と，そこか
ら北北西方向へ約５００離れた地点にもあり，いずれも緩やかな小丘とな
24
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っているが，二つの小丘の間は，標高１３～１５の平坦地となっている。二
つの小丘には，いずれも富崎層と称されるチャートが分布し，小丘を除く
と，島全体の表土層は，琉球石灰岩層である半固結した塊状の石灰岩層と
石灰質の砂礫層で，透水性が良い。
な ー じ が ー
（１） 仲筋井戸付近の地形と地質
な ー じ が ー
仲筋井戸は，島のほぼ中央に位置する赤山公園の北麓に位置する。平坦
が ー
な井戸の周辺の地質についてみると，表土は固結した塊状の石灰岩層とな
っているが，その下位には富崎層（チャート）が露出している。
図１５ 竹富島の地質と地形
１．富崎層 ２．琉球石灰岩 図内の細線は標高１０の
等高線，数字は標高点で，単位は。
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が ー
（２） 井戸の形態
な ー じ が ー
仲筋井戸は南北方向に細長い変形した楕円形で，長径約５，幅は３～
４である（図１６）。壁面は８０度前後の急勾配で，下部には富崎層が露出
しているが，上部は石灰岩の切り石が積み重ねられていることから，石垣
の部分が琉球石灰岩層なのであろう。地表面から底面までは，最も深い位
置で約７．５である。
（３） その他
固結した塊状の石灰岩層と石灰質の砂礫層が広い面積を占める竹富島で
なーじ が ー
図１６ 仲筋井戸の形状
上図にある水面上の数字は，水面から井戸底までの水深。
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は，降水のほとんどは地下に浸透してしまうため，河川は全く存在せず，
地下水にも恵まれない。その中で，島のほぼ中央に位置する赤山公園と，
そこから北北西方向へ約５００離れた地点にある小丘には富崎層が露出し
ていることから，小丘とその間の標高１３～１５の平坦地一帯では，厚さ数
の琉球石灰岩層の下位には不透水層の富崎層が分布し，富崎層の上位に
堆積する琉球石灰岩層の下部が，自由地下水の滞水層になっていると考え
られる。
台風などの豪雨の際，富崎層からなる小丘に降った雨水は浸透せず，周
囲の琉球石灰岩層が分布する平坦地に，短時間ではあるが水溜まりを形成
が ー
する。この水溜まりを根拠に井戸が設けられると推定される。長嶺（１９９２）
が ー
は，「飼犬の尾の先に泥水が付いていたとを切っ掛けとして，井戸が設け
られた」ことを紹介している。
まとめに代えて
本報では，先島諸島に古くからある多くの井戸の中で，特異な形態をし
ている井戸７つを選び，井戸付近の地形と地質，井戸の平面形と断面形，
さらに井戸にまつわる伝承などを報告した。
や ま とがー む か が ー
宮古島の大和井と盛加井，そして実測図がないため詳細な検討は出来な
と も りあまがー
い友利天井は，陥没ドリーネの底を流れる地下川の水を得るため，地表か
うり か ー
らドリーネ底まで通路を設けた，いわゆる「洞井戸」である。
な ー じ が ー つ か ー
竹富島の仲筋井戸は地質の境界付近に設けられた筒井戸（釣り井戸）で，
ぬ が な がー
宮古島の野加那泉も周囲を合方積みの石垣で囲まれているが，基本的には
つ か ー
「釣り井戸」である。
あらかわ あ ら ま り な ー ま じ ゃ
石垣島にある，新川の新生井戸・平得村のパイナーカー・白保の真謝
が ー
井戸の３井戸は，緩傾斜の段丘崖下付近に位置するが，ほとんど平坦な土
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う か ー か ー
地に掘られた「降り井戸」である。この３井戸の，地表面から降りる階段
は４０～５０度の勾配で，下部はオーバーハング状になっている。オーバーハ
か ー
ング状の穴（井戸）を掘る場合，土砂の排出には多大の労力を要するため，
一般的には行なわない。このことから，各井戸を掘るに当たっては，当初，
幅２前後，長さ６～１０の平面形で，（犬が穴を掘るような状態で）片
側に階段を設けながら深さ５付近まで掘り進んだのであろう。しかしな
がら，地下水面に達しなかったため，それより下位は，土砂の排出には多
大の苦労を要しながら，地下水面に達するまで掘り下げたと推定される。
なお，それぞれの井戸には宗教的な伝説が残されているが，それらにつ
いては，別の機会にまとめて報告する予定である。
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沖縄第四紀調査団（１９７６）沖縄および宮古群島の第四系．『地球科学』３０（３）．１４５～１６２．
篠原 徹（１９９９）記憶される井戸の村．『村が語る沖縄の歴史』．１８９～２２８．（新人物往
来社）
白尾元理・土井宣夫・中川久夫（１９７６）琉球列島石垣島の地質について．木崎甲子郎
編『琉球列島の地質学研究』（１）．２１～３３．
角田清美（１９９３）淵上の石積み井戸についての自然地理学的研究．『専修人文論集』
（５２）．１０９～１３３．
角田清美（１９９４）伊豆諸島の古井戸についての自然地理学的研究．『専修人文論集』
（５４）．１０９～１４３．
角田清美（１９９６a）武蔵野台地における鎌倉街道に沿う古井戸についての自然地理学的
研究『専修人文論集』（５８）．６３～１１２．
角田清美（１９９６b）井戸には覆屋根は設けられていたか．『専修人文論集』（５９）．２０１～
２３３．
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角田清美（１９９８）古新聞の記事を地理の教材に利用する．『駒澤大学高等学校紀要』
（２０）．１７～３０．
角田清美（２００１a）河越館の古井戸．『専修人文論集』（６８）．１７３～２０５．
角田清美（２００１b）城郭内の古井戸．『専修人文論集』（６９）．１７３～１９７．
角田清美（２００２a）武蔵野台地西端付近の下り井．『専修人文論集』（７０）．２９７～３７０．
角田清美（２００２b）武州御岳山の古井戸．『専修人文論集』（７１）．１５７～１７１．
高村弘毅・河野 忠（２００８）名水を訪ねて（８０）宮古島の名水．『地下水学会会誌』５０（１）．３３
～４２．
当間一郎（１９８１）『沖縄の井泉』．１１４～１３９．（新星図書出版）
長嶺 操（１９９２）『沖縄の水の文化誌』．１８８p．（ボーダーインク）
平良市教育委員会（２０００）『平良市の文化財村』．７４p．
古川博恭・崔東龍・山田徳生（１９７９）沖縄県宮古島城辺町南部の地質．『琉球大学理学
部紀要』（２８）．１４３～１５４．
南 正時（１９９４）盛加井．『湧水百選』２０６～２０９．（自由国民社）
目崎茂和（１９８５）『琉球弧をさぐる』．２５３p．（沖縄あき書房）
目崎茂和（１９８８）『南島の地形―沖縄の風景を読む―』．２５３p．（沖縄あき書房）
八重山探険隊（２００２）『八重山探険隊・レポート１・井戸めぐり』．３１p．（石垣市図書
館）
